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と痛覚過敏が抑制された。アロディニアは術後 3、10、28 日目、痛覚過敏は術後 3、10、21、
28日目において濃度依存的に疼痛を改善した。また、術後 3日目に確認された疼痛行動が術後
4日目より phentolamine を投与すると、対照群と比較して術後 28日目までアロディニアと痛覚
過敏が抑制された。術後 3、7、10 日目に確認された疼痛行動が術後 11 日目より phentolamine
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ものである。神経根絞扼後に DRG 上にカテーテルを留置し α-antagonist を局所投与する
ための drug delivery systemを作製した。α-antagonistはアドレナリン α2受容体を介し
て疼痛行動を抑制した。神経根絞扼後一定期間経過時において α-antagonistは疼痛行動を
抑制した。本研究の結果は α2-antagonist が神経障害性疼痛治療に有用であることを示唆
するものである。以上の研究・質疑応答の結果を踏まえ、4 名の審査員から本論文は医学
博士の論文に値すると評価された。 
 
